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2020年度から実施される大学入試改革の全貌

が明らかになってきました。大きな変更点は２

つです。現在のセンター入試が「大学入学共通

テスト（仮称）」に変更され、国語と数学に３問

程度の記述式問題が導入されます。また英語で

は民間の資格検定が活用されることになります。

対象学年は現在の中学３年生からです。 

 

 

高校受験では、三条高校・巻高校の両校が定

員削減の初年度生であり、新大学入試制度の 

１期生でもあります。まさに記憶に残る学年で

すね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以下、日経新聞より抜粋。 

 

文部科学省は、大学入試センター試験に代わ

って 2020 年度に始める新テスト「大学入学共通

テスト(仮称)」の実施方針案と問題例を公表し

た。国語と数学は記述式問題を３問ずつ出題。

英語は 20 年度にも共通試験を廃止し、民間の検

定・資格試験に移行する。「知識偏重」から脱し、

思考力や表現力を測る入試への一歩とする。 

 

 大学入試では 1989 年度のセンター試験開始

以来、約 30 年ぶりの大きな改革となる。現在の

中学３年生が高校３年生になる 21 年１月に初

回を実施。英語以外は大学入試センターが作問

する。名称はこれまでの「大学入学希望者学力

評価テスト」から変えた。 

 

 英語は実用英語技能検定(英検)、TOEIC など

の民間試験の中から文科省が認定する試験に20

年度から全面移行する A 案と、23 年度までは共

通テストと民間試験の両方またはどちらかを受

ける B 案を示した。意見公募などを経て両案の

どちらかに絞り、6月中に実施法案を作成する。 

 

 民間試験は高３の４～12月に２回まで受験で

き、成績は国際標準に基づき段階別に示す。 

 

 同省はすでに 10 前後の試験実施団体と協議。

試験の実施頻度や学習指導要領との整合性を調

整したうえで、複数の試験を認定する。 

 

 

 

 今まで 現中３ 募集人数 

三条高 定員 280人 定員 240人 40 人減 

巻高 定員 320人 定員 280人 40 人減 
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 現在のセンター試験は全問がマーク式だが、

記述式問題を導入する。国語の問題例は景観保

全に関する自治体の広報文を題材に意見を最大

120 字で書かせる。数学は三角比を用いて広場

の銅像の高さなどを考察させる。記述式の採点

は大学が行う案もあったが民間企業などに委託

する。従来型のマーク式問題は得点で、記述式

は３～５段階で評価する。 

 

 新テストは入試と高校、大学の教育を一体で

変える高大接続改革の柱。政府の教育再生実行

会議、中央教育審議会などで約５年にわたり議

論を重ねてきた。当初目指した年複数回の実施

や記述式問題を導入する教科の拡大などは 24

年度以降の実施を改めて検討する。 

 

 

 問題は山積みです。 

 

 複数の英語検定を、どうやって公平に評価し、

点数化するのか。国語等の記述式回答を複数の

採点者がどう公平に評価するのか。制度が馴染

むまで、混乱は避けられないでしょうね…。 

 

 

 英語の民間検定については後日に譲るとして、

今回は記述式問題を取り上げたいと思います。 

 

 最近の若者（特に高校生）はスマホ文化の中

で生きています。ＳＮＳの世界を覗くと、造語・

略語・（私の年代からすると意味不明な）感嘆詞

が並んでいます。また、感情表現は視覚に訴え

るのがスタンダードらしく、写真や画像（スタ

ンプ）が溢れています。 

 

 それはそれで「文明の移行」として受け入れ

るしかないのでしょうが、同時に想像力や表現

力の衰退を危惧します。文字情報は正確性を欠

き、「美しい夕暮れ」を伝えるのに苦労します。 

 

その写真を撮り、添付して送る方が正確に伝

わるのは確かです。しかし、それを文字で伝え

ることで培われる書き手の表現力や、読み手の

想像力を捨て去るのは…。ましてや感情の動き

は画像・映像では伝わりません。自らの泣き顔

を自撮りして送信しても、その悲しみは相手に

伝わらないでしょう。 

 

 最初に言葉ありき－聖書に記されているよう

に、我々は言葉を通して意思を伝えあうコミュ

ニケーション能力を神から与えられた唯一の生

物です。その能力が衰退していくのを見逃すこ

とはできません。 

 

 文科省もその危機感を持ったのか、記述式問

題の導入に踏み切ることになりました。伝えら

れている「40 文字～120 文字」で３問という中

途半端な形ですが、共通試験という性格上、限

界があるのはやむを得ないのでしょう。たとえ

入試のためとは言え、それをきっかけとして高

校生の記述力が少しでも向上するのは歓迎すべ

きことだと思います。 

 

 ところで、公表された例題を見てみると思い

の外、難問が並んでいます。小中学生の頃から

記述問題になると思考が停止し、解答欄が空白

になるのが珍しくない生徒にとっては厄介です。

付け焼刃の対応でどうにかなるものではありま

せん。また、たった３問とは言え、他の問題が

全てマークシートであることを考えると、この

３問が合否を左右する重要な要素になることは

間違いありません。小中学生時代からの文章力

向上に向けて、腰を据えた対応が求められます。 

 

 飛燕ゼミとしては、大学入試に対応すべく小

学生対象の「記述式問題対策」に特化した学習

プログラムを鋭意研究中です。お楽しみに‼ 
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画像貼り付けなので読みにくいですね…。 

これらが文科省が発表した「記述式問題」の例

題です。けっこう難問です。時間も相当掛かり

そうです。 

 

また、国語と数学において、記述式問題が追

加されることで試験時間が延長される予定です。 

 

・国語は 20分延長予定。 

・数学は 10分延長予定。 

 

その他の科目の試験時間延長は今のところ具

体的な予定はありませんが、今後記述式問題が

他の科目でも導入が予定されており、それらの

科目の時間延長があるかも知れません。 

 

 詳細は「大学入試センター」HPをご参照下さ

い。 


